
１．安全衛生基本理念　・・・　全ての職場で職場災害や心身の病気のない健康で安全・快適な職場を構築する エイジェックO&Mインテグレート

２．安全衛生基本方針　・・・  安全衛生管理体制の強化と、全員参加の安全衛生活動を積極的に推進する 安全創造部

　　　　　　　　　　　　　　　　     健康経営優良法人（ブライト500）の認定に向けて活動する　　　　　　　　　

３．安全衛生目標

　　　①　安全　　　　　　　・・・　安全教育（雇い入れ時、配転時）の充実による前年比10％減の達成　　　

　　　②　衛生　　　　　　　・・・　健康の確保・増進、メンタルヘルスケア、労働時間管理、熱中症対策の充実

　　　③交通安全　　　　　・・・　通勤ＫＹＴシートや動画等、デジタルツールによる交通安全意識の高揚を図り、前年比10％減の達成

月 中央労働災害防止協会（国家）行事 重　点　項　目 実　施　内　容 労働災害件数の低減のために（前年からの教訓） 心の健康づくり　重点項目

10月
全国労働衛生週間　(10/1～10/7)
世界メンタルヘルスデー（10/10）
体力つくり強調月間

年度初めに伴う安全衛生管理体制の見直し
健康・体力つくりの啓発
入社・異動に伴うメンタルケアの推進

衛生管理者、産業医等の選任状況確認（Kintone含む）
安全衛生委員会のメンバーの選出と、運用開始
日常生活から体力つけることを意識させる

在籍３ヶ月未満の24歳以下で、事務職の従業員は、刃物や用具に
手が触れないよう、正しい持ち方を確認すること
特に、午前中に労災が発生しやすい時期

職場のメンタルヘルス対策の振返り
メンタルヘルス推進体制の整備

11月
ゆとり創造月間
過労死等防止啓発月間
秋季全国火災予防運動（11/9～11/15）

ワークライフバランスの啓発
寒冷地における冬季対策の車両点検実施
火災防止のための環境整備
インフルエンザや感染症予防対策の推進

ゆとりを持った働き方を考えてみよう
近隣の車両修理工場の案内（スタッドレスタイヤへ交換など）
2023年度転倒発生率が高い拠点への教育

24歳以下の製造職の従業員は、決められた手順書通りの作業がで
きているか、自身の手順を確認をさせよう
夜間は、漫然作業に注意が必要な時期

ストレスチェック結果を活用した職場環境等の評価・改善検討
ストレスチェック実施報告の提出

12月
年末年始無災害運動（12/15～1/15）
職場のハラスメント撲滅月間
障がい者週間（12/3～12/9）

冬期における転倒防止や車両点検実施
インフルエンザや感染症予防対策の推進
障がい者への理解を深めよう

仕事と生活のバランスを考えさせる
近隣の車両修理工場の案内（スタッドレスタイヤへ交換など）
ヘルプマークへの理解を深めよう

業務の前日は、翌日の天気予報を確認させよう
晴れであっても、気温が低い予報の日は、自転車やバイクなどの二
輪車の使用を控えるよう啓発しょう

ハラスメント防止・予防できる職場環境等の検討

1月
年末年始無災害運動（前年12/15～1/15）
防災とボランティア週間（1/15～1/21）
禁酒の日（1/16）

年始休暇中の無事故
冬期における転倒防止や車両点検実施
お酒への理解を深める

休暇中も無事故で過ごせるよう注意喚起
寒冷地の通勤用自家用車・営業車すべり止め対策の確認
通常降雪しない地域にも降雪時の注意喚起

45歳以上の従業員へは、朝方や夕方は、特に時間に余裕をもたせ
よう
バスや電車の発車時刻が迫ってても、青信号が点滅し始めたりして
も、走らないように注意喚起をしよう

季節性うつ（冬季うつ）の理解・促進

2月
省エネルギー月間
サイバーセキュリティ月間
乳酸菌の日（2/3）

冬季交通安全運動の推進
省エネ意識の高揚と定着
情報セキュリティへの意識向上

中締めの徹底、過重労働者の産業医面談推奨
滑りにくい歩き方や歩きスマホの危険性再周知
SNS上での５Ｓを考えさせる

一見、ケガと無縁の業務であっても、思わぬ危険がある
在籍４年以上、30歳以上の方は、足元や頭上に注意を払わせよう

こころの健康問題にかかる勉強会の実施

3月
春季全国火災予防運動（3/1～3/7）
自殺対策強化月間
耳の日（3/3）

半期の安全衛生管理体制の見直し
車両を含む火災防止のための環境整備
メンタル不調等の相談窓口の周知

火気取扱時、受動喫煙、コンセント部分の清掃など注意喚起
中締めの徹底、過重労働者の産業医面談推奨
現代の「難聴」について考えさせる

台車を使用する従業員は、転回に充分な広さがあることを確認する
クセをつけさせよう
45歳以上の従業員は、停止位置から台車1台分手前で止めて、
ゆっくりと移動をしよう

新入社員の受入に向けた取組の実施
セルフケア・ラインケアの啓発

4月
みどりの月間
熱中症予防強化キャンペーン
若年層の性暴力被害予防月間（4/1～4/30）

新卒社員へ安全衛生教育
通勤災害や交通事故防止対策の指導
新生活スタート（腰痛等の無理な動作・動作の反動）の注意喚起
大型連休時の無事故

新卒社員の入社時安全教育の実施
通勤経路KYT実施
長期連休を安全にすごす為の取組を実施

ハンドリフト、ウォーキーリフトを操作する従業員は、いつでも停止で
きる徐行速度で使用し、決められた積載重量を守らせよう

「こころの安心 相談窓口」の再周知・案内
ストレスへの気付き、ストレスとの上手な付き合い方の啓発

5月
禁煙週間（5/31～6/6）
STOP！熱中症クールワークキャンペーン
春の全国交通安全運動（5/11～5/20）

新卒社員へのフォロー
禁煙週間：喫煙による健康障害啓発（5/30～6/5）
熱中症予防対策の推進

新卒社員のフォロー（配属職場の詳細把握と指導）
休暇中も無事故で過ごせるよう注意喚起
5Sの意味、目的の再教育と活動の周知
2024年度上半期交通事故発生率が高い拠点への教育

年齢を問わず、階段の上り下りは手すりを持つように指導しよう
特に足元に注意させよう

セルフケア・ラインケアの啓発
適応障害（5月病・6月病など）への対応と予防に関する啓発

6月

夏の省エネキャンペーン（6/1～8/31）
土砂災害防止月間
歯と口の衛生週間（6/4～6/10）
危険物安全週間（6/2～8）

土砂災害防止意識の普及
熱中症予防対策の推進
省エネ意識の高揚と定着
発火、引火の恐れのある危険物の取扱教育、保護具の徹底

土砂災害発生時の警戒避難、情報伝達体制の整備
食中毒予防の注意喚起
熱中症対象職場労働者への対策啓蒙活動実施
2024年度上半期転倒発生率が高い拠点への教育

普段、朝食を摂らない、お酒を好んで飲む従業員は、汗をかく程度
の運動をしたり、湯船につかったりして、今から暑さに慣らすよう案
内しよう

適応障害（5月病・6月病など）への対応と予防に関する啓発
ストレスチェックへの理解・活用方法の啓発

7月
全国安全週間　(7/1～7/7)
STOP！熱中症クールワークキャンペーン
海の月間

全国安全週間の啓発
ヒヤリハットの実施
熱中症予防対策の推進

ヒヤリハットの実施と、危険個所の改善依頼
熱中症予防・対策の具体的指導
水の事故や災害への注意喚起

20代の従業員は、翌日の天候に関わらず、朝食を摂らせよう
食べずらいときは、スープだけでも効果的

ストレスチェックへの理解・活用方法の啓発
ストレスチェックの実施

8月

電気使用安全月間
食品衛生月間
防災週間（8/30～9/5）
STOP！熱中症クールワークキャンペーン

熱中症予防対策の推進
電気使用の安全に関する知識と理解を深める活動
食中毒予防
有意義な夏季休暇の過ごし方の推進

熱中症予防の具体的指導
自宅や職場でのコンセント、プラグ、コードの状況をチェック
手洗い、加熱調理の励行
夏季休暇中の注意点を意識させる

在籍３年以上の20代後半の従業員は、足元に注意させよう
階段は手すりを持ち、段差を見落とさないよう、急いでいるときほ
ど、ゆっくり歩かせよう

ストレスチェックの実施
ストレスチェック面接指導希望者の対応

9月
自殺予防週間（9/10～9/16）
心とからだの健康推進運動
秋の全国交通安全運動（9/21～9/30）

適切な睡眠時間の確保
生活習慣病の特性や個人の生活習慣の改善を啓蒙
1年の安全衛生管理体制を振返り

睡眠時間の確認と指導
食生活・運動を含む生活習慣の改善指導
年間の安全衛生管理体制を棚卸し
第２回大規模災害時における安否確認訓練

いつもの慣れた業務であっても、思わぬ危険があり
在籍１年半未満の従業員は、はさまれに注意し、手元を見ながら作
業をさせよう

ストレスチェックの面接指導希望者への対応
年間の心の健康づくり体制を棚卸し

スローガン　：　ひとりひとりが責任者　全員参加で創造しよう　安全職場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自らの健康は自らが守り、心身ともに健康で活気に満ちた明るい職場環境を確立する    
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